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天 龍 村 役 場
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飯田共同印刷㈱
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編集
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私たちの村
－７月１日現在－
人口 987 人

男 476 人 女 511 人
世帯数 583 世帯

2025年７月24日

　５月31日㈯、第23回天龍村大運動会が天龍小中学校グラウンドで開催されました。
　園児、小・中学生は練習の成果を存分に発揮し、友達と競い合いながらも、最後まで楽し
む姿が見られました。
　また、公民館主催競技も前回に比べ種目数が増え、参加されたみなさんのさわやかな汗と
ともに、初夏のひとときを過ごしながら、お昼には今回も婦人会のみなさんのご厚意により
天龍カレーが振舞われ、笑顔の溢れる一日となりました。
　来年度もご参加・ご協力のほどよろしくお願いします。

天龍村大運動会開催天龍村大運動会開催第23回

　福島と的瀬を結ぶ福島トンネルの竣工祝賀会が４月29日㈫に行われました。
　式典は、衆議院議員や副知事など関係者をお招きし、厳正かつ盛大に行われました。
　トンネルの延長は762mで、取付道路を含めると総延長1,012ｍとなります。
　福島トンネルは、令和２年１月に発生した早木戸地籍の大崩落が契機となり、国道のトン
ネル化による抜本的な道路改良が決定し、令和３年６月に掘削を開始、令和４年２月にトン
ネルが貫通し、令和５年４月に供用開始となり、今回取付道路が竣工し全ての工事が完了し
ました。
　今後も国道418号の未改良区間の整備促進について、国や県に対する要望活動に力を入れ
ていきます。

福島トンネル（福島側）

福島トンネル竣工祝賀会　鏡開きの様子

福島トンネル（的瀬側）

天龍村公式LINE

天龍村公式LINE始めました。
詳しくは９ページへ

国道418号福島トンネル竣工祝賀会国道418号福島トンネル竣工祝賀会

長野

みんなでGO! 大玉 よいしょ!
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村
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、

初
め
て
の
議
会
が
、
５
月
８
日

㈭
に
開
会
さ
れ
、正
副
議
長
が
、

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
松
克
一
議
長

　
熊
谷
美
沙
子
副
議
長

　
正
副
議
長
の
任
期
は
、
申
し

合
わ
せ
に
よ
り
、
令
和
９
年
４

月
30
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

○
識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
に

秦
和
哉
氏
（
岡
本
区
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

〇
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
、

後
藤
知
久
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

〇
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
内
容
は
、令
和
５
年
12
月
に
、

村
道
天
龍
左
岸
線
の
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
小
和
田
駅
か
ら
中
井
侍
駅
間

に
お
い
て
、
落
石
が
発
生
し
、

飯
田
線
同
区
間
の
落
石
検
知
線

を
切
断
し
、
輸
送
障
害
を
発
生

さ
せ
た
た
め
、
東
海
旅
客
鉄
道

㈱
に
損
害
の
賠
償
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
賠
償
額
は
、
３
２
７

万
２
，
３
３
５
円
で
す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
に
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
年
度
内
に
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に

報
告
し
た
も
の
で
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５

日
㈭
に
開
会
し
、
13
日
㈮
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
地
方
税
法
改

正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
関
係

で
、
物
価
上
昇
に
伴
う
税
負
担

の
調
整
と
し
て
給
与
所
得
控
除

の
保
障
額
引
き
上
げ
や
扶
養
親

族
等
の
所
得
要
件
の
引
き
上
げ
、

軽
自
動
車
税
の
二
輪
車
の
車
両

区
分
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

議
会
報
告臨時

議
会

臨
時
議
会

第
❷
回

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❷
回

報
　
　
　告

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

令
和
７
年
５
月
臨
時
議
会

で
、
村
議
会
議
員
選
挙
に
立

候
補
す
る
た
め
に
退
任
さ
れ

た
熊
谷
清
治
氏
の
後
任
と
し

て
、
秦
　
和
哉
氏
（
岡
本
区
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
つ
い
て
も
、
新
た
に

後
藤
知
久
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

任
期
は
、
両
名
と
も
令
和

７
年
５
月
８
日
か
ら
令
和
11

年
５
月
７
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

村長から委嘱状の交付を受けた
秦和哉氏（岡本区）写真左

監
査
委
員（
識
見
）に

秦 

和
哉
氏
、
　

監
査
委
員（
議
会
選
出
）に

後
藤 

知
久
氏
選
任

村松克一議長

　
主
な
内
容
は
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
医
療
分
課
税
限
度

額
を
65
万
円
か
ら
66
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
課
税
限

度
額
を
24
万
円
か
ら
26
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
よ
う
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

○
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
職
員
が
公
務
遂
行

の
た
め
に
、私
有
車
を
使
用
し
、

出
張
し
た
場
合
の
車
賃
に
つ
い

て
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
に
準
じ
て
定
め
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
内
容
は
、
選
挙
等
の
円
滑
な

執
行
を
図
る
た
め
、
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が

６
月
４
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
当
村
の
選
挙
長
な
ど

の
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
に
つ
い
て
、
法
律
に

準
じ
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
　
地
震
災
害
な
ど
へ
の
対
応

に
つ
い
て

二
　
光
キ
ャ
ス
ト
テ
レ
ビ
導
入

に
向
け
て

○
熊
谷
清
治
議
員

一
　
地
区
の
存
続
に
つ
い
て

二
　
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
に

つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
　
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
　
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
　
福
祉
施
設
の
人
材
不
足
へ

の
対
応
と
監
理
団
体
の
早
期

設
立
に
つ
い
て

○
熊
谷
よ
し
江
議
員

一
　
天
龍
小
学
校
へ
の
支
援
学

級
の
設
置
に
つ
い
て

報
　
　
　告

一
　般
　質
　問

　地域住民の集落環境を整備し、より住みやすい環境を推進するため、住民が自ら取り組む整備事業
（地区集会施設などの新設改良事業）に必要となる原材料経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付
します。
▶補助対象経費…原材料費
　今までに、ごみ集積場やバス停待合室、集会施設庭の整備などに活用いただいています。この事業
の活用を希望される地区は、必ず事前に役場総務課企画財政係☎32-2001までお問い合わせください。

地区内自営整備材料費支給事業補助金のお知らせ

令和６年度
補正予算

会計名 補正前の額 補正額 計
一 般（第８号）専決 25億7,085万円 △1億1,311万円 24億5,774万円
国 民 健 康 保 険（第３号）専決 １億9,464万円 △2,524万円 1億6,940万円
介 護 保 険（第６号）専決 3億4,595万円 △929万円 3億3,666万円
後期高齢者医療保険（第１号）専決 3,308万円 △260万円 3,048万円
国民健康保険診療所（第６号）専決 6,915万円 △637万円 6,278万円

令和７年度
補正予算

会計名 補正前の額 補正額 計
一 般（第１号） 23億7,100万円 5,643万円 24億2,743万円
一 般（第２号） 24億2,743万円 12万円 24億2,755万円

令和７年度
補正予算

公営企業会計 補正前の額 補正額 計

村　営　水　道　事　業（第１号）
収益的 収入 5,491万円 △160万円 5,331万円

支出 7,229万円 △160万円 7,069万円

資本的 収入 2,876万円 83万円 2,959万円
支出 2,876万円 83万円 2,959万円

村営下水道事業（第１号）
収益的 収入 9,204万円 253万円 9,457万円

支出 9,717万円 258万円 9,975万円

資本的 収入 2,725万円 -万円 2,725万円
支出 2,725万円 -万円 2,725万円

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。
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日
か
ら
令
和
11

年
５
月
７
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

村長から委嘱状の交付を受けた
秦和哉氏（岡本区）写真左

監
査
委
員（
識
見
）に

秦 

和
哉
氏
、
　

監
査
委
員（
議
会
選
出
）に

後
藤 

知
久
氏
選
任

村松克一議長

　
主
な
内
容
は
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
医
療
分
課
税
限
度

額
を
65
万
円
か
ら
66
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
課
税
限

度
額
を
24
万
円
か
ら
26
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
よ
う
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

○
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
職
員
が
公
務
遂
行

の
た
め
に
、私
有
車
を
使
用
し
、

出
張
し
た
場
合
の
車
賃
に
つ
い

て
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
に
準
じ
て
定
め
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
内
容
は
、
選
挙
等
の
円
滑
な

執
行
を
図
る
た
め
、
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が

６
月
４
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
当
村
の
選
挙
長
な
ど

の
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
に
つ
い
て
、
法
律
に

準
じ
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
　
地
震
災
害
な
ど
へ
の
対
応

に
つ
い
て

二
　
光
キ
ャ
ス
ト
テ
レ
ビ
導
入

に
向
け
て

○
熊
谷
清
治
議
員

一
　
地
区
の
存
続
に
つ
い
て

二
　
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
に

つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
　
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
　
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
　
福
祉
施
設
の
人
材
不
足
へ

の
対
応
と
監
理
団
体
の
早
期

設
立
に
つ
い
て

○
熊
谷
よ
し
江
議
員

一
　
天
龍
小
学
校
へ
の
支
援
学

級
の
設
置
に
つ
い
て

報
　
　
　告

一
　般
　質
　問

　地域住民の集落環境を整備し、より住みやすい環境を推進するため、住民が自ら取り組む整備事業
（地区集会施設などの新設改良事業）に必要となる原材料経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付
します。
▶補助対象経費…原材料費
　今までに、ごみ集積場やバス停待合室、集会施設庭の整備などに活用いただいています。この事業
の活用を希望される地区は、必ず事前に役場総務課企画財政係☎32-2001までお問い合わせください。

地区内自営整備材料費支給事業補助金のお知らせ

令和６年度
補正予算

会計名 補正前の額 補正額 計
一 般（第８号）専決 25億7,085万円 △1億1,311万円 24億5,774万円
国 民 健 康 保 険（第３号）専決 １億9,464万円 △2,524万円 1億6,940万円
介 護 保 険（第６号）専決 3億4,595万円 △929万円 3億3,666万円
後期高齢者医療保険（第１号）専決 3,308万円 △260万円 3,048万円
国民健康保険診療所（第６号）専決 6,915万円 △637万円 6,278万円

令和７年度
補正予算

会計名 補正前の額 補正額 計
一 般（第１号） 23億7,100万円 5,643万円 24億2,743万円
一 般（第２号） 24億2,743万円 12万円 24億2,755万円

令和７年度
補正予算

公営企業会計 補正前の額 補正額 計

村　営　水　道　事　業（第１号）
収益的 収入 5,491万円 △160万円 5,331万円

支出 7,229万円 △160万円 7,069万円

資本的 収入 2,876万円 83万円 2,959万円
支出 2,876万円 83万円 2,959万円

村営下水道事業（第１号）
収益的 収入 9,204万円 253万円 9,457万円

支出 9,717万円 258万円 9,975万円

資本的 収入 2,725万円 -万円 2,725万円
支出 2,725万円 -万円 2,725万円

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。



④㉑

広 報　天　龍　第224号 令和７年（2025年）７月24日

村
で
は
平
成
16
年
に
天
龍

村
有
線
テ
レ
ビ
放
送
と
し
て

開
局
後
、
地
上
波
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
村

内
全
域
に｢

同
軸
ケ
ー
ブ
ル｣

の
伝
送
路
を
敷
設
し
、
平
成

20
年
７
月
か
ら
村
が
放
送
局

と
な
っ
て
地
上
波
放
送
（
県

内
波･

中
京
波
）
と
自
主
放

送
を
各
世
帯
に
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

し
か
し
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
は
、
設
備
更
新
な
ど
の

必
要
な
時
期
が
到
来
し
て
い

る
も
の
の
、
現
在
使
用
し
て

い
る
「
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
」
や

「
放
送
機
器
設
備
部
品｣
な
ど

が
製
造
中
止
と
な
り
修
理
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
設

備
更
新
の
た
め
に
は
多
額
の

設
備
投
資
や
年
間
１
千
万
円

以
上
の
運
用
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
将
来

の
人
口
や
財
政
、
情
報
技
術

の
進
展
な
ど
を
見
据
え
、
将

来
世
代
に
禍
根
を
残
さ
な

い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
た
め
、
自
前
で

の
設
備
更
新
を
行
わ
ず
、
㈱

飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
提

供
し
て
い
る
「
光
キ
ャ
ス
ト

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
Ｂ
Ｓ
デ

ジ
タ
ル
放
送
及
び
天
龍
村
自

主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。詳

し
く
は
今
後
、
地
区
説

明
会
に
て
ご
案
内
す
る
ほ

か
、
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
て
、「
光
キ
ャ
ス
ト
ビ
ジ
ョ

ン
」
移
行
ま
で
の
説
明
番
組

を
放
送
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

◎
光
キ
ャ
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン

移
行
説
明
番
組
の

放
送
時
間

①
午
前
８
時
〜

②
午
後
１
時
〜

③
午
後
７
時
〜

（
１
２
１
ch
で
放
送
し
て
い
ま
す
）

図
書
館
に
新
し
い
本
が
入

り
ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
こ
っ
せ
つ
く
ん

・
ま
て
な
い
の

 

◇
一
般
向
け

・
バ
ニ
ラ
な
毎
日

・
バ
ニ
ラ
な
バ
カ
ン
ス

村では、令和７年10月から㈱飯田ケーブルテレビが運営するテレビ放送サービス
「光キャストビジョン」へ移行するとともに、既存のケーブルテレビ施設の老朽化
に伴い、村営ケーブルテレビ放送は令和９年３月末をもって終了します。

天龍村 ケーブルテレビが変わります!図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

◇
新
着
地
域
本

・
地
球
の
歩
き
方
信
州
２
０

２
５
〜
２
６

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
そ
れ
い
け
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
シ
リ
ー
ズ

　
つ
き
こ
と
し
ら
た
ま
　

空
と
ぶ
絵
本
と
ガ
ラ
ス

の
靴

・
怪
盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン

大
脱
走
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ

パ
ッ
ク

・
も
の
の
け
姫

・
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

・
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ

◇
直
木
賞
受
賞

・
ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク

◇
南
信
州
新
聞
社

・
わ
が
ム
ラ
の
石
造
文
化
財

２
・
３

・
な
か
い
さ
む
ら
い
め
ぐ
る

四
季
　
ま
え
だ
み
さ
編

★ 

お
し
ら
せ 

★

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い

本
、
観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎（
32
）
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月

末
日

住
民
が
減
り
、
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
時
間
と
共
に
建
物

の
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
で
倒

壊
の
危
険
が
出
て
き
た
り
、
空

き
家
で
害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
、

繁
殖
し
た
動
物
が
田
畑
を
荒
ら

し
た
り
、異
臭
の
発
生
な
ど
の
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

他
に
も
、草
木
が
生
い
茂
り
、

割
れ
た
窓
や
放
置
物
の
散
乱
な

ど
景
観
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、
村
で
は
、

空
き
家
の
中
の
棚
や
家
電
製
品

な
ど
を
片
付
け
る
時
に
発
生
す

る
費
用
を
補
助
す
る
「
空
き
家

片
付
け
補
助
金
」
も
あ
り
ま
す

の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

い
た
だ
き
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

不
明
な
点
や
ご
相
談
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
地
域
振
興

課
移
住
定
住
推
進
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の

　
　活
用
に
つ
い
て

　６月16日㈪に、村のケーブルテレビを株式会社飯田
ケーブルテレビ（原勉代表取締役社長）が提供している
「光キャストビジョン」へ移行するにあたっての調印式
を開催しました。
　調印式では、株式会社飯田ケーブルテレビは、令和７
年10月までに光キャストビジョンのテレビ放送サービス
の提供を開始することや、村のケーブルテレビ放送を終
了する予定の令和９年３月末までに光キャストビジョン
への完全移行を目指して、天龍村と株式会社飯田ケーブ
ルテレビが協力し、円滑に事業の推進を図ることの合意書が取り交わされました。
　光キャストビジョンへの移行にあたりまして、みなさんのご理解をお願いします。

役場で開催した調印式
（左：原社長・右：永嶺村長）

天龍村光キャストビジョン事業調印式開催
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天
龍
村
郷
土
美
術
館
で

は
、
５
月
に
展
示
品
を
更
新

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
下
伊
那
郡
ゆ
か

り
の
作
家
を
中
心
に
、
日
本

画
・
洋
画
・
書
・
焼
物
な
ど

多
数
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

主
な
展
示
作
品
（
作
家
名
）

・
風
景
　
　
（
北
原
欽
次
）

・
春
　
　
　
（
大
森
運
夫
）

・
龍
騰
虎
躍
（
塚
田
嶺
山
）

・
布
袋
　
　
（
西
澤
南
海
）

入
　
館
　
料

▼
天
龍
村
居
住
者
無
料

※
村
外
の
方
は
大
人
２
０
０

円
、
子
供
（
中
学
生
以
下
）

１
０
０
円

�　令和９年３月で、現在の天龍村ケーブルテレビの放送が終了し、㈱飯田ケーブルテレビ
が提供する「光キャストビジョン」を通じてテレビを視聴する方法に変わります。

�　「光キャストビジョン」を通じてテレビを視聴するためには新たに㈱飯田ケーブルテレ
ビとの契約・申し込みが必要となります。

�　「光キャストビジョン」への移行に関し、各地区などで別途住民説明会を行うほか、ケー
ブルテレビにて説明番組を放送しています。住民説明会は８月中旬以降、順次行います。

�　「光キャストビジョン」に移行すると、これまでの方法では中京波が見られなくなりま
すが、BS放送やラジオの視聴、同じ放送形態である近隣町村の自主放送を視聴できます。

�　「光キャストビジョン」に移行すると、これまでより月額料金が高くなるため、激変緩
和措置として、月額料金の助成を令和17年（2035年）10月利用分まで行います。

激変緩和措置（助成の対象となる世帯）の要件
〇　令和７年10月１日現在で、天龍村のケーブルテレビに加入している世帯
〇　令和８年９月30日までに「光キャストビジョン」の契約を済ませた世帯
　　（同日までに切替工事が終了していない場合も含みます。）
〇　現在お使いの天龍村ケーブルテレビの使用料に滞納がない世帯
　　（滞納がある場合は、完済後から助成の対象となります。）
　　以上、３つのすべての条件を満たす世帯に対し助成を行います。

助成額および助成期間
【助成期間】　お申し込みから令和17年（2035年）10月利用分までの月額使用料の一部
【助　成　額】　月額1,500円または2,600円
〇　ご利用の契約内容（インターネットの有無）により、助成額が変わります。
〇　助成額は、現状の利用料金との差額により算出した額となっています。
〇　利用料金に助成額を差し引いた額が㈱飯田ケーブルテレビなどから各世帯に請求
されます。

光キャストビジョンとは？
　「光キャストビジョン」とは、NTT東日本の光回線を活用した㈱飯田ケーブルテレビ
の光インターネット回線「いい-NET光」をベースにテレビ、インターネット、ひかり
電話を提供するサービスです。
　「光キャストビジョン」は、飯田市、大鹿村、豊丘村、高森町、泰阜村など下伊那地
域で約13,000世帯が加入しており、天龍村が「光キャストビジョン」に移行することで、
天龍村の自主放送チャンネルをはじめ、地上デジタル放送、BSデジタル放送、BS4K・
BS8K、時代劇や映画やスポーツ・アニメなどのCS専門チャンネル放送（有料）の他、
飯田市、大鹿村、豊丘村、高森町、泰阜村の自主放送チャンネルも視聴できます。

　このほかの詳細は、順次回覧などでご案内します。
〇問い合わせ　総務課 総務情報係　☎32‒2001
　　　　　　　㈱飯田ケーブルテレビ　☎0800‒800‒2794（平日の９時～17時）

「光キャストビジョン」 移行の概要

天
龍
村
郷
土

美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
踏
切
設
備

の
な
い
場
所
の
線
路
横
断
に
つ

い
て
、
正
規
の
踏
切
を
横
断
す

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
毎
年
何
人

か
の
方
が
線
路
内
に
入
り
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
地
に

は
、
立
入
禁
止
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
対
策
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

天
龍
村
全
体
で
８
１
，
１
２
５

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
地
域
の
緑
化
や
み
ど
り
の

少
年
団
活
動
へ
の
補
助
、
森
林

づ
く
り
に
還
元
さ
れ
ま
す
。（
募

金
は
６
月
４
日
付
け
で
、
飯
伊

地
区
緑
の
募
金
委

員
会
に
送
金
し
ま

し
た
。）

緑
の
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

踏
切
設
備
の
な
い
場
所
の

線
路
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏、ジャズ演奏、盆踊り、
花火大会など
☆第40回記念事業として中学生以下を対象とした、キャンディーシャワー
や豪華賞品が当たるお楽しみ抽選会などを予定しています。

第40回

※雨天順延、８月16日㈯開催

８月15日㈮
午後５時30分～

ぜひご参加ください!!
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い
つ
も
村
の
環
境
保
全
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促

進
し
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し

を
推
進
す
る
た
め
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
最

大
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未

満
）

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す

る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

・
薪
を
燃
料
と
す
る
薪
ス
ト
ー

ブ

補
助
金
の
内
容

・
太
陽
光
発
電
：
設
置
費
用
の

最
大
５
万
円
×
キ
ロ
ワ
ッ
ト

数
（
上
限
20
万
円
）

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス

ト
ー
ブ
…
設
置
費
用
の
３
分

の
１
、
最
大
10
万
円

詳
し
い
内
容
は
、
建
設
課
環
境

水
道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽

管
理
者
に
、
保
守
点
検
や
清
掃

の
他
、
法
定
検
査
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
、
県
知
事
が
指

定
す
る
検
査
機
関
が
毎
年
１
回

検
査
し
、
そ
の
結
果
を
長
野
県

へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
村
で
は
、
浄
化
槽
エ

リ
ア
（
平
岡
地
区
外
）
内
の
浄

化
槽
管
理
者
の
方
へ
、
浄
化
槽

の
法
定
点
検
・
清
掃
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
役
場
・
南
支
所

に
あ
る
申
請
書
へ
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
領
収
書
や
明
細

書
な
ど
を
添
付
し
申
請
く
だ
さ

い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

建
設
課 

環
境
水
道
係

☎（
32
）
１
０
２
２

　
７
月
９
日
㈬
、
河
川
愛
護
月

間
の
一
環
と
し
て
、
平
岡
橋
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
早
朝
よ
り
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
や
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
の
方
々
な
ど
総
勢

23
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
も
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。
中
に
は
オ
ー

ト
バ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
や
列
車
の

レ
ー
ル
な
ど
大
き
な
金
属
類
も

発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
上
流
か

ら
流
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
改
め
て
洪
水
時

の
注
意
の
必
要
性
や
、
金
属
類

は
水
質
汚
濁
や
生
態
系
へ
の
影

響
も
あ
る
た
め
、
河
川
清
掃
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
環
境
美

化
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
愛
護
月
間（
７
月
）

天
竜
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

太
陽
と
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
推
進
事
業
補
助
に

つ
い
て

浄
化
槽
の

　
法
定
検
査
を

　
　
受
検
し
ま
し
ょ
う

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するための会計です。しかし資産
や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにとら
われない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、関係する団体との連結を行なうことで、
新しい角度から地方公共団体の決算を情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成さ
れます。
　天龍村では「統一的な基準」により作成していますので、自治体同士を比較することが可能となってい
ます。
　なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、
国保診療所）、連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和５年度の天龍村の財政状況分析結果（一般会計）

統一的な基準による令和５年度天龍村の財務書類を公表します

1 貸借対照表（バランスシート）
R6.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得する
ための財源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R5.4.1～R6.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費
的な支出の内訳がわかります。

負債の部資産の部

資本の部

（今までの世代が負担した額）

152億9,512万円

＝ ＋＋

１８９億４６６６万円

158億6,156万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

7億7,735万円投資等
（基金など）

23億775万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負担する額）

36億5,154万円

項　　　目 令和５年度

A 経常行政コスト 25億6,325万円

内

　
訳

１．人にかかるコスト（人件費など） 4億2,693万円

２．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 15億5,328万円

３．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億6,349万円

４．その他のコスト（公債費等の利息など） 1,955万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 8,613万円

C 純経常行政コスト（Ａ-Ｂ） 24億7,712万円

D 純行政コスト 24億8,877万円

法定検査 清掃費

浄化槽１基当たり

5,000円

15,000円
又は清掃
費の1/2
のいずれ
か少ない
額

たくさんのゴミが集まりました!
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５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
ミ
ド
ル

ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
の
学
生
11
名
が

天
龍
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
ベ

リ
ー
大
学
日
本
校
と
は
、
９
年
前
か

ら
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
滞
在
中
は
、茶
摘
み
体
験
の
ほ
か
、

中
井
侍
集
会
所
で
、
五
平
餅
作
り
や

手
揉
み
製
茶
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
天
龍
中
学
校
の
慰
霊
碑
に
て
、
平
岡
ダ
ム
の
歴
史
に
関
す
る

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
際
交
流
は
、
天
龍
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る

と
と
も
に
、
村
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
26
日
㈯
、
今
年
も
天
候

に
恵
ま
れ
第
27
回
天
龍
村
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
、
21
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
慰
労
会
も
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
豚
汁
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
、
日
常
の
こ
と
を
語
り

合
っ
た
り
と
、
参
加
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
も
素
晴
ら
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
よ
り
一
層
仲
良

く
な
り
、
お
互
い
に
支
え
合
っ

て
い
け
る
よ
う
な
関
係
が
築
け

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ

の
中
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
特
に
体
力
に
自
信

が
な
い
方
で
も
、
無
理
な
く
参

加
で
き
ま
す
。
ゴ
ル
フ
初
心
者

の
方
も
、
経
験
豊
富
な
方
も
、

み
ん
な
で
楽
し
く
時
間
を
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
回
は
11
月
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
笑
顔

の
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
次
回
の
大
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
11
月
末

ま
で
、
定
休
日
を
除
き
休
ま
ず

営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈫
か

ら
11
月
30
日
㈰

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
☎
32‒

１
０
２
３
）

第
27
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
学
生
受
入

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
学
生
受
入

○
秘
境
大
学
と
は
…
関
係
人
口
を
創
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
天
龍
村

の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
取
組
み
で
す
。

【
４
月
21
日
㈪
】
村
民
が
先
生
役
（
教
授
）
と
な
り
、
南
中
集
会
所
で
、

郷
土
料
理
教
室
を
行
い
、
村
内
外

か
ら
14
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
は
非
常
に
人
気
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
回
も
美
味

し
い
・
楽
し
い
料
理
教
室
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
答
え
好
評
で

し
た
。

秘
境
大
学
２
０
２
５ 

開
校

秘
境
大
学
２
０
２
５ 

開
校

福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付かない
行政サービスに対するコストと、その対価として得た使
用料等を対比で表したものが「行政コスト計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは228万円でした。村民
みなさんに負担していただいている、受益者負担の状況
は3.3％となっています。

詳しくは、総務課 企画財政係　☎32‒2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は 1,741万円
村民１人当たりの負債額は 336万円となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は80.7％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
19.4％となります。

3 純資産変動計算書
R5.4.1～R6.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化した
かを表します。

4 資金収支計算書
R5.4.1～R6.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

前年度末純資産残高（令和４年度末） 156億8,285万円

増
減
の

詳

　
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △24億8,877万円

一般財源（税収入など）・補助金など 21億1,749万円

無償所管換等 △1,645万円

本年度末純資産残高（令和５年度末） 152億9,512万円

A 前年度末現金預金残高（令和４年度末） 1億3,475万円

B 本年度歳計現金増減額 △1,213万円

内

　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 4億1,933万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △8億7,356万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など 4億4,210万円

C 本年度末歳入外現金増減額 △193万円

D 本年度末現金預金残高（令和５年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億2,069万円

茶摘み体験の様子メニュー「よもぎの柏餅」
　　　　　「春の天ぷら」

狙いを定めて集中!
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❶ 記載する予定のフリガナの通知
本籍地の市区町村から戸籍に記載される予定の氏名のフリガナ通知が５月
26日以降に郵送で送付されます。通知が届いたら必ず内容をご確認ください。

❷　フリガナの届出
５月26日から令和８年５月25日までの間、氏名のフリガナの届出をする
ことができます。通知のフリガナが正しいときは、届出は不要です。令和８
年５月26日以降順次戸籍に記載されます。

Q　届出することができるのだれ…？
Ⓐ　氏名のうち、名のフリガナは各人が届け出ることができます。氏のフリ
ガナは原則として戸籍の筆頭者が届出をすることができます。筆頭者が除籍
になっている場合は、その戸籍に記載されている方が届け出ることができます。

Q　必ず届け出なければならないの…？
Ⓐ　送られてきた通知のフリガナが誤っていた場合には、令和８年５月25日
までに住民税務課住民窓口係または本籍地へ届出をしてください。

Q　届出の方法は…？
Ⓐ　①マイナポータルでの届け出②窓口での届け出③郵送での届け出がありま
す。①のマイナポータルでの届け出の場合マイナンバーカード、マイナンバー
カードの暗証番号が必要となります。詳しくは、下記QRコードを読み込み
ご覧ください。

戸籍に氏名のフリガナが記載されます!!

フリガナの届出に当たって法務省や市区町村に金銭を支払うよう要求する
ことはありません。不審に思ったら、①天龍村役場住民税務課住民窓口
係☎32-1024、②最寄りの警察署または警察相談専用窓口＃9110、③消費者
ホットライン188（いやや）までお問い合わせください。

詐欺にご注意ください

届出の詳細はこちら　　
⬇

天龍村役場ホームページ

検索戸籍振仮名

有限会社天龍農林業公社 令和６年度の経営状況を公表します

　令和６年度は、一般受託がわずかの減少、生産品販売では前年度より増加しましたが、肥料等の資材価格
の高止まりもあり、村の運営補助金無くしては依然と運営が苦しい状況であります。
　令和７年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊休荒廃農地の防止を図りつつ、林業への
取り組みも拡充し林産物生産体制を図るなど、村民のみなさんから信頼、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。
　本年度も、各種イベントを計画していますので、是非お越しください。

○収支報告 （単位：万円）
区　分 令和５年度 決 算 令和６年度 決 算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 263 260 △ 3
生 産 品 販 売 収 入 560 692 132
農 作 業 受 託 収 入 39 35 △ 4
商 品 売 上 0 86 86

計 862 1,073 211
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,411 1,578 167
（　率　） 70.2 62.2 

経 費 600 960 360
（　率　） 29.8 37.8 
計 2,011 2,538 527

営 業 利 益 △ 1,149 △ 1,465 △ 316
営 業 外 収 入 29 20 △ 9
村 補 助 金 1,702 2,112 410

計 1,731 2,132 401
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 15 10 △ 5
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 4 0 △ 4
法 人 税 等 10 9 △ 1
当 期 利 益 1 1 0
累 計 利 益 167 168 1

○役職員数の状況（社員数は社長を除く。） （単位：人）
令和５年度 令和６年度 増　減

取 締 役 3 3 0
社 員 8 7 △ 1

計 11 10 △ 1
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和５年度 令和６年度 増　減
田 335 335 0
畑 399 421 22
計 734 756 22

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和５年度 令和６年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 29 0
パ プ リ カ 5 19 14

茶 56 63 7
ね ぎ 34 15 △ 19
ピ ー マ ン 11 8 △ 3
ゆ ず 118 120 2

梅 7 7 0
水 稲 297 314 17
そ の 他 野 菜 150 154 4

計 734 756 22
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○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和５年度
決　算

令和６年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,840 2,737 △ 103
飲食宴会売上 2,397 2,490 93
売店売上 485 500 15
その他 192 190 △ 2

計 5,914 5,917 3
売上原価 1,700 1,898 198
売上総利益 4,214 4,019 △ 195
〈　費　用　〉

人件費 4,053 4,259 206
その他経費 2,193 2,269 76
計 6,246 6,528 282

営業利益 △ 2,032 △ 2,509 △ 477
営業外収入 57 1 △ 56
※村補助金 2,000 2,100 100
計 2,057 2,101 44

営業外費用 1 4 3
経常利益 24 △ 412 △ 436
法人税、事業税 18 18 0
当期純利益 6 △ 430 △ 436
累計利益 △ 2,392 △ 2,822 △ 430

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

宿泊者 3,171 3,028 △ 143
宴会利用者 555 710 155
レストラン利用者 11,841 12,732 891
ラウンジ利用者（組） 1,222 1,023 △ 199

計 16,789 17,493 704

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

一般利用者 10,817 9,209 △ 1,608
村民保養券 2,979 2,790 △ 189

計 13,796 11,999 △ 1,797

○施設利用者 （単位：人）

令和５年度 令和６年度 増減

合　計 30,585 29,492 △ 1,093

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

取締役 6 6 0
社員 12 12 0

計 18 18 0

～天龍村公式LINE、はじめました～
あなたのスマートフォンに村の最新情報をお届けします!あなたのスマートフォンに村の最新情報をお届けします!

村では、村の情報をより身近に、よりスピーディーにお届けするため、「天龍村公
式LINE」を開設しました！
防災情報やイベント情報など、くらしに役立つ情
報をLINEを通じて受け取ることができます。

　公式LINEでできること

緊急時の防災・避難情報・道路状
況・村からのお知らせの受信など

　登録方法

①スマートフォンでLINEを起動
②「友だち追加」からQRコードを読み取る
　または「ID検索」で @tenryu_nagano と入力
③「天龍村公式アカウント」を追加して完了!

有限会社龍泉閣 令和６年度の経営状況を公表します

　令和６年度は、昨年度と比べ売上については微増となりました。しかしながら、原油価格の高騰や物価高の影
響を受け売上原価や費用が大幅に増加したことにより、最終的な当期純利益は△430万円となりました。経営状
況は非常に厳しいものとなっています。今後経費削減や利用促進対策を講じることにより経営の健全化を図って
まいりますので今後とも積極的に龍泉閣をご利用くださいますようお願いします。

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和６年度、村では龍泉閣に対して2,100万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和６年度は当期純利益が△430万円となっており、実際には
（村からの2,100万円の補助金を除くと）損失が2,530万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。加えて累積損
失（令和６年度末現在で2,822万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えます。村
にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労
や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今
後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

福祉の職場説明会・就職相談会（事業所や仕事・資格の説明、就職相談）を行います。
▶福祉関係事業所の方と直接面談ができます。
・日　時：令和７年７月25日㈮　13時30分～15時30分
　　　　（受付：13時00分～15時00分）
・会　場：南信州・飯田産業センター（エス・バード）
・申込み・問合せ：ハローワーク飯田（☎0265-24-8609）又は
　　　　　　　　　長野県福祉人材センター（☎026-226-7330）
詳しくは長野労働局HP又は長野県福祉人材センターHPをご覧ください。

福祉の職場を知りたい、就職をしたい方へ

天龍村公式LINE

◎令和７年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 一次採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ７月１日㈫～
９月２日㈫

９月13日㈯～21日㈰
のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）24歳未満
（いずれも高卒者又は高専３
年次修了者（見込含））

７月１日㈫～
８月29日㈮

９月20日㈯、27日㈯
いずれか１日

防衛大学校学生 一　　般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専
３年次修了者（見込含））

７月１日㈫～
10月16日㈭ 11月１日㈯

防衛医科大学校
医　学　科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見
込含））

７月１日㈫～
10月８日㈬ 10月25日㈯

看護学科 ７月１日㈫～
10月３日㈮ 10月18日㈯

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部 飯田出張所（飯田市大久保町2637‒３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科

口
腔
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が

合
わ
な
い
、
特
に
自
覚
症
状
は

な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認

し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〇
対
象
者

75
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
方

※
６
月
下
旬
に
案
内
通
知
と
受

診
券
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

〇
健
診
期
間

　
令
和
７
年
12
月
30
日
ま
で

〇
健
診
費
用
　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
、
本
人
負
担
に
な
り
ま

す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
　
保
険
事
業
室

☎
０
２
６-

２
２
９-

５
３
２
０

　
４
月
10
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を

守
る
会
の
方
々
を
始
め
地
域
の

み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
19

個
の
巣
箱
を
村
内
各
所
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
海
外
か
ら
、
子
育
て

の
た
め
、
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
無
事
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
子
育
て
を
終
え
ら
れ
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
森
林
は
水
や
空
気
を
育
み
、

土
砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
抑

制
す
る
な
ど
様
々
な
働
き
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
森
林
を
健
全
な

姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
長
野
県
で
は
「
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
」（
通
称
…
森

林
税
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
税
は
、
地
域
主
体
の
里

山
整
備
活
動
の
支
援
や
、
広
く

県
民
が
利
用
す
る
施
設
の
木

造
・
木
質
化
、
倒
れ
や
す
い
危

険
な
木
の
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け

　
５
月
28
日
㈬
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
近
隣
農
家
の
宮
澤
敏

仁
さ
ん
に
ご
指
導
・
ご
協
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
た
お
米
は
今
年
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
、
み
ん
な
で
食

べ
る
予
定
で
す
。

　
み
ん
な
で
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、

お
米
の
お
世
話

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
の
田
植
え
!!

寄附金を活用した主な事業

　令和６年度ふるさと寄附金は、令和７年３月末までに18,080,000円、1,104件のご寄附をいた
だきました。みなさんからの温かいご支援を心から感謝します。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

子育て支援、教育に関する事業
・小中学校への入学祝金等支給事業……… 260,000円
・学力向上助成金事業………………………… 80,000円
・小中学校給食費補助事業……………… 1,193,000円

観光に関する事業
・龍泉閣浴室改修事業…………………… 1,800,000円

民俗芸能の保存継承に関する事業
・文化財保護事業…………………………… 120,000円

村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業……………………… 1,500,000円
・保育所デッキテラス改修事業………… 2,000,000円

事業の区分 寄付金額 件　数

1 いつまでもいきいき暮らしたい（福祉） 2,523,000 円 138 件

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援・教育） 3,771,000 円 224 件

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境・農林業） 5,184,000 円 325 件

4 行ってみたいと思わせたい（観光） 985,000 円 55 件

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承） 573,000 円 40 件

6 村へおまかせ 5,044,000 円 322 件

合　　計 18,080,000 円 1,104 件

令和６年度 「ふるさと寄附金」実績報告

長
野
県
森
林
づ
く
り

県
民
税
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す天龍村活用事例（支障木の伐採）

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
広
報
天
龍
第
２
２
３
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
５
月
31
日

現
在
で
次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご
希

望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
前
川
将
之
様
●
戸
嵜
賢
太
様

●
鶯
巣
宏
臣
様
●
伊
藤
寛
明
様

●
近
藤
光
寛
様
●
山
田
治
和
様

●
山
田
八
重
様

　
今
回
は
61
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り

ま
す
。

高いところにつけたよ!目印に沿って慎重に!
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４
月
21
日
㈪
に
、
令
和
７
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
主
な
内
容
は
、
令
和

３
年
４
月
に
制
定
し
ま
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
に
つ
き

ま
し
て
、
村
長
の
任
期
に
あ
わ

せ
て
、
４
年
ご
と
に
内
容
の
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
大
綱
の

制
定
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
に
制
定
し
ま

し
た
天
龍
村
教
育
大
綱
は
、
大

綱
の
大
枠
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
一
部
改
正
に
よ
り
見

直
し
さ
れ
て
き
た
も
の
を
継
承

し
な
が
ら
、
保
育
所
を
幼
児
教

育
の
た
め
の
重
要
な
学
び
の
場

所
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
、
保

小
中
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め

の
天
龍
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
た
村
民
体
育
館
の

有
効
活
用
な
ど
が
も
り
こ
ま
れ

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の「
天
龍
村
教
育
大
綱
」

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
所
在
地

　
〒
３
９
６-

０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
30
名

●
修
学
年
限
　
２
年

●
願
書
受
付

　
令
和
７
年
10
月
１
日
㈬

　
　
　
　
〜
10
月
31
日
㈮

●
受
　

験
　

料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
７
年
11
月
８
日
㈯

●
試
験
科
目
　

　
国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

１
１
０
円
切
手
を
貼
付
し
た

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）

を
同
封
の
上
、「
募
集
要
項

希
望
」
と
明
記
し
て
郵
便
に

て
ご
請
求
い
た
だ
く
か
、
直

接
学
院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院

☎
０
２
６
５（
72
）２
８
５
６

　
昨
年
度
か
ら
気
温
が
著
し
く

高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
熱
中
症

に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、

環
境
省
か
ら
「
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
毎
日
開
放

し
て
お
り
ま
す
が
、「
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
村
内
の
公
共

施
設
の
ロ
ビ
ー
な
ど
を
一
時
的

に
暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
場
所

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
が
見
込
ま
れ
る

と
き
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
、
冷
房
の
効
い
た
室
内
で

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る
な
ど
、

暑
さ
か
ら
身
を
守
る
行
動
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
む
を

得
ず
外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷

房
設
備
が
な
い
場
合
は
、
お
近

く
の
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
村
内
回
覧
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要予約

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

　
　
　
の
開
設
に
つ
い
て

令
和
７
年
度

　
総
合
教
育
会
議

上
伊
那
医
師
会
附
属

准
看
護
学
院
生
徒
募
集

に
つ
い
て

なんでも館会議室にて
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　７月に前年の所得などをもとに保険料の計算をさせていただき、随時通知を送付してい
ます。通知書に記載された金額が今年度の確定した保険料年額になりますので、ご確認く
ださい。

　介護保険料Q&A
Q.65歳以上の介護保険料の納め方は？
Ⓐ.納入方法は、大きく分けて以下の２通りです。
　①支給される年金から、介護保険料が天引きされる（特別徴収）
　　　65歳以上の方は、原則は特別徴収での納付になります。
　②納付書や口座振替で納める（普通徴収）
　年金が年額18万円未満の方、年度途中で65歳になられた方、年度途中で転入され
た方などは、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。口座振替を開始
するときはお手続きが必要ですので、役場健康福祉課までお問い合わせください。

Q.いままで年金から天引きされていたのに、役場から納付書が届きました。
Ⓐ.前年と比べて所得などが増減したときや、世帯分離などにより課税状況が変わった
ときなどに、年金天引きが一旦停止される場合があります。年金天引きが再開される
までの間は、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。

Q.介護保険料を年金天引きに変更したいのですが…。
Ⓐ.年金天引きの開始（または再開）にあたっては、手続きは必要ありません。年金の
年額が18万円未満など、年金天引きをできない理由がなければ、半年から１年ほど
で年金天引きが開始（または再開）されます。それまでは、役場から届く納付書や口
座振替で納付いただきます。

Q.ご近所の方と保険料額や納め方が違います。
Ⓐ.保険料額は、本人の所得や年金収入、また同居のご家族の課税状況により異なります。
納め方についても、所得の増減や課税状況、年金支給の状況により変更となる場合が
あります。役場から届いた通知をもとに、納付いただきますようお願いします。

Q.なぜ天龍村は介護保険料が高いのでしょうか？
Ⓐ.介護保険料は保険者（市区町村や広域連合）ごとに決められ、３年ごとに見直しさ
れます。見直しのときには、今後の介護サービス利用の見込、その地域の65歳以上
の人口や所得段階ごとの人口分布などをもとに、保険料基準額を計算します。
　天龍村では、①介護サービスを必要とする方が多いこと、②人口減少により一人あた
りの負担が大きいこと、③住民税非課税世帯などの所得が低い方の割合が高いことな
どにより、保険料額が高くなっています。

　みなさんから納付いただく保険料は、村の介護保険（保険給付や介護予防事業など）を
安定して運営するための大切な財源となります。ご理解とご協力をお願いします。

健康福祉課健康支援係　☎32-1021

『
食
中
毒
の
予
防
』

　
夏
は
、
人
が
集
ま
り
美
味
し
く
食

べ
て
飲
ん
で
楽
し
む
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
「
食
中

毒
」
で
す
。「
食
中
毒
」
と
は
食
中

毒
を
起
こ
す
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
、
有
害
物
質
が
つ
い
た
食
べ

物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
下
痢
や
腹
痛
、

嘔
吐
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る
病

気
で
す
。

原
因
と
な
る
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス

①
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
…
牛
や
豚
の

腸
に
い
る
病
原
大
腸
菌
が
出
血
性
の

下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。
生
肉
や
加
熱

不
十
分
な
肉
、
生
野
菜
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

②
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
…
生
や
加
熱

不
十
分
な
鶏
肉
料
理
、
汚
染
さ
れ
た

生
野
菜
や
湧
き
水
な
ど
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

③
サ
ル
モ
ネ
ラ
…
牛
・
豚
・
鶏
、
犬
・

猫
な
ど
の
腸
内
に
い
る
細
菌
で
す
。

鶏
卵
や
食
肉
が
原
因
に
な
る
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
や
ネ
ズ
ミ
が
食
品
に
菌
を
付

着
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
…
ヒ
ト
や
動
物
の

腸
内
、
土
壌
に
広
く
生
息
す
る
細
菌

で
す
。
カ
レ
ー
や
煮
魚
、
麺
の
つ
け

汁
な
ど
煮
込
み
料
理
が
原
因
に
な
り
、

し
ば
し
ば
飲
食
店
や
仕
出
屋
、
旅
館

な
ど
の
施
設
で
集
団
発
生
し
ま
す
。

家
庭
で
も
煮
込
み
料
理
を
調
理
・
保

存
す
る
際
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

⑤
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
…
自
然
界
に
広

く
分
布
し
、
ヒ
ト
の
皮
膚
・
口
・
鼻
・

の
ど
に
も
い
ま
す
。
手
指
の
傷
や
化

膿
し
た
部
分
で
繁
殖
し
ま
す
。

⑥
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
…
牡
蠣
・
ア
サ
リ
、

井
戸
水
な
ど
を
加
熱
不
十
分
で
飲
食

し
た
場
合
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
が
扱
っ
た
食
品
・
唾
液
・
便
・

吐
物
な
ど
を
介
し
て
経
口
感
染
し
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
「
つ
け
な
い
」「
増

や
さ
な
い
」「
や
っ

つ
け
る
」

●
調
理
や
食
事
の
前

に
は
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

●
特
に
生
の
肉
や
魚

を
扱
う
場
合
は
、
前

後
の
手
洗
い
と
調
理

器
具
の
洗
浄
・
消
毒

を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

●
食
中
毒
菌
の
多
く

は
、
高
温
多
湿
な
環

境
で
活
発
に
増
殖
し

ま
す
。
食
品
は
で
き

る
だ
け
低
温
で
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
冷
蔵
庫
の
中
で

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

も
細
菌
は
繁
殖
し
ま
す
の
で
、
過
信

せ
ず
、
早
め
に
消
費
し
ま
し
ょ
う
。

●
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、

加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。
調
理
の

際
は
、
食
材
の
中
心
部
ま
で
十
分
に

加
熱
し
て
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

や
っ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
調
理
す
る
人
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
た
め
に
は
、
感
染
予
防
と

感
染
し
た
ら
調
理
に
携
わ
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
下
痢
・
嘔
吐
・
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
調
理

場
に
出
入
禁
止
で
す
。

　
食
中
毒
の
原
因
の
多
く
は
、
飲
食

店
や
仕
出
し
弁
当
な
ど
の
食
事
で
す

が
、
実
は
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
発
生
す
る
と
軽

症
だ
っ
た
り
、
少
人
数
だ
っ
た
り
し

て
、
風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
勘
違
い

さ
れ
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
周
り
の
至
る

所
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

適
切
に
食
品
を
扱
い
食
事
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

令和7年度 介護保険料（65歳以上）の年額が確定しました
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は
、
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が
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ま
り
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し
く
食

べ
て
飲
ん
で
楽
し
む
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
気
を
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け
た
い
の
が
「
食
中

毒
」
で
す
。「
食
中
毒
」
と
は
食
中

毒
を
起
こ
す
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と
な
る
細
菌
や
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ス
、
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害
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質
が
つ
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た
食
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物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
下
痢
や
腹
痛
、

嘔
吐
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る
病

気
で
す
。

原
因
と
な
る
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス

①
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
…
牛
や
豚
の

腸
に
い
る
病
原
大
腸
菌
が
出
血
性
の

下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。
生
肉
や
加
熱

不
十
分
な
肉
、
生
野
菜
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

②
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
…
生
や
加
熱

不
十
分
な
鶏
肉
料
理
、
汚
染
さ
れ
た

生
野
菜
や
湧
き
水
な
ど
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

③
サ
ル
モ
ネ
ラ
…
牛
・
豚
・
鶏
、
犬
・

猫
な
ど
の
腸
内
に
い
る
細
菌
で
す
。

鶏
卵
や
食
肉
が
原
因
に
な
る
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
や
ネ
ズ
ミ
が
食
品
に
菌
を
付

着
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
…
ヒ
ト
や
動
物
の

腸
内
、
土
壌
に
広
く
生
息
す
る
細
菌

で
す
。
カ
レ
ー
や
煮
魚
、
麺
の
つ
け

汁
な
ど
煮
込
み
料
理
が
原
因
に
な
り
、

し
ば
し
ば
飲
食
店
や
仕
出
屋
、
旅
館

な
ど
の
施
設
で
集
団
発
生
し
ま
す
。

家
庭
で
も
煮
込
み
料
理
を
調
理
・
保

存
す
る
際
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

⑤
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
…
自
然
界
に
広

く
分
布
し
、
ヒ
ト
の
皮
膚
・
口
・
鼻
・

の
ど
に
も
い
ま
す
。
手
指
の
傷
や
化

膿
し
た
部
分
で
繁
殖
し
ま
す
。

⑥
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
…
牡
蠣
・
ア
サ
リ
、

井
戸
水
な
ど
を
加
熱
不
十
分
で
飲
食

し
た
場
合
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
が
扱
っ
た
食
品
・
唾
液
・
便
・

吐
物
な
ど
を
介
し
て
経
口
感
染
し
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
「
つ
け
な
い
」「
増

や
さ
な
い
」「
や
っ

つ
け
る
」

●
調
理
や
食
事
の
前

に
は
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

●
特
に
生
の
肉
や
魚

を
扱
う
場
合
は
、
前

後
の
手
洗
い
と
調
理

器
具
の
洗
浄
・
消
毒

を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

●
食
中
毒
菌
の
多
く

は
、
高
温
多
湿
な
環

境
で
活
発
に
増
殖
し

ま
す
。
食
品
は
で
き

る
だ
け
低
温
で
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
冷
蔵
庫
の
中
で

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

も
細
菌
は
繁
殖
し
ま
す
の
で
、
過
信

せ
ず
、
早
め
に
消
費
し
ま
し
ょ
う
。

●
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、

加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。
調
理
の

際
は
、
食
材
の
中
心
部
ま
で
十
分
に

加
熱
し
て
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

や
っ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
調
理
す
る
人
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
た
め
に
は
、
感
染
予
防
と

感
染
し
た
ら
調
理
に
携
わ
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
下
痢
・
嘔
吐
・
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
調
理

場
に
出
入
禁
止
で
す
。

　
食
中
毒
の
原
因
の
多
く
は
、
飲
食

店
や
仕
出
し
弁
当
な
ど
の
食
事
で
す

が
、
実
は
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
発
生
す
る
と
軽

症
だ
っ
た
り
、
少
人
数
だ
っ
た
り
し

て
、
風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
勘
違
い

さ
れ
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
周
り
の
至
る

所
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

適
切
に
食
品
を
扱
い
食
事
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

令和7年度 介護保険料（65歳以上）の年額が確定しました
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４
月
21
日
㈪
に
、
令
和
７
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
主
な
内
容
は
、
令
和

３
年
４
月
に
制
定
し
ま
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
に
つ
き

ま
し
て
、
村
長
の
任
期
に
あ
わ

せ
て
、
４
年
ご
と
に
内
容
の
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
大
綱
の

制
定
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
に
制
定
し
ま

し
た
天
龍
村
教
育
大
綱
は
、
大

綱
の
大
枠
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
一
部
改
正
に
よ
り
見

直
し
さ
れ
て
き
た
も
の
を
継
承

し
な
が
ら
、
保
育
所
を
幼
児
教

育
の
た
め
の
重
要
な
学
び
の
場

所
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
、
保

小
中
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め

の
天
龍
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
た
村
民
体
育
館
の

有
効
活
用
な
ど
が
も
り
こ
ま
れ

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の「
天
龍
村
教
育
大
綱
」

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
所
在
地

　
〒
３
９
６-

０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
30
名

●
修
学
年
限
　
２
年

●
願
書
受
付

　
令
和
７
年
10
月
１
日
㈬

　
　
　
　
〜
10
月
31
日
㈮

●
受
　

験
　

料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
７
年
11
月
８
日
㈯

●
試
験
科
目
　

　
国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

１
１
０
円
切
手
を
貼
付
し
た

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）

を
同
封
の
上
、「
募
集
要
項

希
望
」
と
明
記
し
て
郵
便
に

て
ご
請
求
い
た
だ
く
か
、
直

接
学
院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院

☎
０
２
６
５（
72
）２
８
５
６

　
昨
年
度
か
ら
気
温
が
著
し
く

高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
熱
中
症

に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、

環
境
省
か
ら
「
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
毎
日
開
放

し
て
お
り
ま
す
が
、「
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
村
内
の
公
共

施
設
の
ロ
ビ
ー
な
ど
を
一
時
的

に
暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
場
所

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
が
見
込
ま
れ
る

と
き
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
、
冷
房
の
効
い
た
室
内
で

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る
な
ど
、

暑
さ
か
ら
身
を
守
る
行
動
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
む
を

得
ず
外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷

房
設
備
が
な
い
場
合
は
、
お
近

く
の
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
村
内
回
覧
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要予約

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

　
　
　
の
開
設
に
つ
い
て

令
和
７
年
度

　
総
合
教
育
会
議

上
伊
那
医
師
会
附
属

准
看
護
学
院
生
徒
募
集

に
つ
い
て

なんでも館会議室にて
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科

口
腔
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が

合
わ
な
い
、
特
に
自
覚
症
状
は

な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認

し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〇
対
象
者

75
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
方

※
６
月
下
旬
に
案
内
通
知
と
受

診
券
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

〇
健
診
期
間

　
令
和
７
年
12
月
30
日
ま
で

〇
健
診
費
用
　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
、
本
人
負
担
に
な
り
ま

す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
　
保
険
事
業
室

☎
０
２
６-

２
２
９-

５
３
２
０

　
４
月
10
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を

守
る
会
の
方
々
を
始
め
地
域
の

み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
19

個
の
巣
箱
を
村
内
各
所
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
海
外
か
ら
、
子
育
て

の
た
め
、
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
無
事
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
子
育
て
を
終
え
ら
れ
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
森
林
は
水
や
空
気
を
育
み
、

土
砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
抑

制
す
る
な
ど
様
々
な
働
き
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
森
林
を
健
全
な

姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
長
野
県
で
は
「
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
」（
通
称
…
森

林
税
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
税
は
、
地
域
主
体
の
里

山
整
備
活
動
の
支
援
や
、
広
く

県
民
が
利
用
す
る
施
設
の
木

造
・
木
質
化
、
倒
れ
や
す
い
危

険
な
木
の
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け

　
５
月
28
日
㈬
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
近
隣
農
家
の
宮
澤
敏

仁
さ
ん
に
ご
指
導
・
ご
協
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
た
お
米
は
今
年
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
、
み
ん
な
で
食

べ
る
予
定
で
す
。

　
み
ん
な
で
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、

お
米
の
お
世
話

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
の
田
植
え
!!

寄附金を活用した主な事業

　令和６年度ふるさと寄附金は、令和７年３月末までに18,080,000円、1,104件のご寄附をいた
だきました。みなさんからの温かいご支援を心から感謝します。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

子育て支援、教育に関する事業
・小中学校への入学祝金等支給事業……… 260,000円
・学力向上助成金事業………………………… 80,000円
・小中学校給食費補助事業……………… 1,193,000円

観光に関する事業
・龍泉閣浴室改修事業…………………… 1,800,000円

民俗芸能の保存継承に関する事業
・文化財保護事業…………………………… 120,000円

村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業……………………… 1,500,000円
・保育所デッキテラス改修事業………… 2,000,000円

事業の区分 寄付金額 件　数

1 いつまでもいきいき暮らしたい（福祉） 2,523,000 円 138 件

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援・教育） 3,771,000 円 224 件

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境・農林業） 5,184,000 円 325 件

4 行ってみたいと思わせたい（観光） 985,000 円 55 件

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承） 573,000 円 40 件

6 村へおまかせ 5,044,000 円 322 件

合　　計 18,080,000 円 1,104 件

令和６年度 「ふるさと寄附金」実績報告

長
野
県
森
林
づ
く
り

県
民
税
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す天龍村活用事例（支障木の伐採）

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
広
報
天
龍
第
２
２
３
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
５
月
31
日

現
在
で
次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご
希

望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
前
川
将
之
様
●
戸
嵜
賢
太
様

●
鶯
巣
宏
臣
様
●
伊
藤
寛
明
様

●
近
藤
光
寛
様
●
山
田
治
和
様

●
山
田
八
重
様

　
今
回
は
61
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り

ま
す
。

高いところにつけたよ!目印に沿って慎重に!
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○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和５年度
決　算

令和６年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,840 2,737 △ 103
飲食宴会売上 2,397 2,490 93
売店売上 485 500 15
その他 192 190 △ 2

計 5,914 5,917 3
売上原価 1,700 1,898 198
売上総利益 4,214 4,019 △ 195
〈　費　用　〉

人件費 4,053 4,259 206
その他経費 2,193 2,269 76
計 6,246 6,528 282

営業利益 △ 2,032 △ 2,509 △ 477
営業外収入 57 1 △ 56
※村補助金 2,000 2,100 100
計 2,057 2,101 44

営業外費用 1 4 3
経常利益 24 △ 412 △ 436
法人税、事業税 18 18 0
当期純利益 6 △ 430 △ 436
累計利益 △ 2,392 △ 2,822 △ 430

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

宿泊者 3,171 3,028 △ 143
宴会利用者 555 710 155
レストラン利用者 11,841 12,732 891
ラウンジ利用者（組） 1,222 1,023 △ 199

計 16,789 17,493 704

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

一般利用者 10,817 9,209 △ 1,608
村民保養券 2,979 2,790 △ 189

計 13,796 11,999 △ 1,797

○施設利用者 （単位：人）

令和５年度 令和６年度 増減

合　計 30,585 29,492 △ 1,093

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和５年度 令和６年度 増減

取締役 6 6 0
社員 12 12 0

計 18 18 0

～天龍村公式LINE、はじめました～
あなたのスマートフォンに村の最新情報をお届けします!あなたのスマートフォンに村の最新情報をお届けします!

村では、村の情報をより身近に、よりスピーディーにお届けするため、「天龍村公
式LINE」を開設しました！
防災情報やイベント情報など、くらしに役立つ情
報をLINEを通じて受け取ることができます。

　公式LINEでできること

緊急時の防災・避難情報・道路状
況・村からのお知らせの受信など

　登録方法

①スマートフォンでLINEを起動
②「友だち追加」からQRコードを読み取る
　または「ID検索」で @tenryu_nagano と入力
③「天龍村公式アカウント」を追加して完了!

有限会社龍泉閣 令和６年度の経営状況を公表します

　令和６年度は、昨年度と比べ売上については微増となりました。しかしながら、原油価格の高騰や物価高の影
響を受け売上原価や費用が大幅に増加したことにより、最終的な当期純利益は△430万円となりました。経営状
況は非常に厳しいものとなっています。今後経費削減や利用促進対策を講じることにより経営の健全化を図って
まいりますので今後とも積極的に龍泉閣をご利用くださいますようお願いします。

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和６年度、村では龍泉閣に対して2,100万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和６年度は当期純利益が△430万円となっており、実際には
（村からの2,100万円の補助金を除くと）損失が2,530万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。加えて累積損
失（令和６年度末現在で2,822万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えます。村
にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労
や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今
後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

福祉の職場説明会・就職相談会（事業所や仕事・資格の説明、就職相談）を行います。
▶福祉関係事業所の方と直接面談ができます。
・日　時：令和７年７月25日㈮　13時30分～15時30分
　　　　（受付：13時00分～15時00分）
・会　場：南信州・飯田産業センター（エス・バード）
・申込み・問合せ：ハローワーク飯田（☎0265-24-8609）又は
　　　　　　　　　長野県福祉人材センター（☎026-226-7330）
詳しくは長野労働局HP又は長野県福祉人材センターHPをご覧ください。

福祉の職場を知りたい、就職をしたい方へ

天龍村公式LINE

◎令和７年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 一次採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ７月１日㈫～
９月２日㈫

９月13日㈯～21日㈰
のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）24歳未満
（いずれも高卒者又は高専３
年次修了者（見込含））

７月１日㈫～
８月29日㈮

９月20日㈯、27日㈯
いずれか１日

防衛大学校学生 一　　般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専
３年次修了者（見込含））

７月１日㈫～
10月16日㈭ 11月１日㈯

防衛医科大学校
医　学　科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見
込含））

７月１日㈫～
10月８日㈬ 10月25日㈯

看護学科 ７月１日㈫～
10月３日㈮ 10月18日㈯

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部 飯田出張所（飯田市大久保町2637‒３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp
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❶ 記載する予定のフリガナの通知
本籍地の市区町村から戸籍に記載される予定の氏名のフリガナ通知が５月
26日以降に郵送で送付されます。通知が届いたら必ず内容をご確認ください。

❷　フリガナの届出
５月26日から令和８年５月25日までの間、氏名のフリガナの届出をする
ことができます。通知のフリガナが正しいときは、届出は不要です。令和８
年５月26日以降順次戸籍に記載されます。

Q　届出することができるのだれ…？
Ⓐ　氏名のうち、名のフリガナは各人が届け出ることができます。氏のフリ
ガナは原則として戸籍の筆頭者が届出をすることができます。筆頭者が除籍
になっている場合は、その戸籍に記載されている方が届け出ることができます。

Q　必ず届け出なければならないの…？
Ⓐ　送られてきた通知のフリガナが誤っていた場合には、令和８年５月25日
までに住民税務課住民窓口係または本籍地へ届出をしてください。

Q　届出の方法は…？
Ⓐ　①マイナポータルでの届け出②窓口での届け出③郵送での届け出がありま
す。①のマイナポータルでの届け出の場合マイナンバーカード、マイナンバー
カードの暗証番号が必要となります。詳しくは、下記QRコードを読み込み
ご覧ください。

戸籍に氏名のフリガナが記載されます!!

フリガナの届出に当たって法務省や市区町村に金銭を支払うよう要求する
ことはありません。不審に思ったら、①天龍村役場住民税務課住民窓口
係☎32-1024、②最寄りの警察署または警察相談専用窓口＃9110、③消費者
ホットライン188（いやや）までお問い合わせください。

詐欺にご注意ください

届出の詳細はこちら　　
⬇

天龍村役場ホームページ

検索戸籍振仮名

有限会社天龍農林業公社 令和６年度の経営状況を公表します

　令和６年度は、一般受託がわずかの減少、生産品販売では前年度より増加しましたが、肥料等の資材価格
の高止まりもあり、村の運営補助金無くしては依然と運営が苦しい状況であります。
　令和７年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊休荒廃農地の防止を図りつつ、林業への
取り組みも拡充し林産物生産体制を図るなど、村民のみなさんから信頼、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。
　本年度も、各種イベントを計画していますので、是非お越しください。

○収支報告 （単位：万円）
区　分 令和５年度 決 算 令和６年度 決 算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 263 260 △ 3
生 産 品 販 売 収 入 560 692 132
農 作 業 受 託 収 入 39 35 △ 4
商 品 売 上 0 86 86

計 862 1,073 211
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,411 1,578 167
（　率　） 70.2 62.2 

経 費 600 960 360
（　率　） 29.8 37.8 

計 2,011 2,538 527
営 業 利 益 △ 1,149 △ 1,465 △ 316
営 業 外 収 入 29 20 △ 9
村 補 助 金 1,702 2,112 410

計 1,731 2,132 401
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 15 10 △ 5
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 4 0 △ 4
法 人 税 等 10 9 △ 1
当 期 利 益 1 1 0
累 計 利 益 167 168 1

○役職員数の状況（社員数は社長を除く。） （単位：人）
令和５年度 令和６年度 増　減

取 締 役 3 3 0
社 員 8 7 △ 1

計 11 10 △ 1
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和５年度 令和６年度 増　減
田 335 335 0
畑 399 421 22
計 734 756 22

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和５年度 令和６年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 29 0
パ プ リ カ 5 19 14

茶 56 63 7
ね ぎ 34 15 △ 19
ピ ー マ ン 11 8 △ 3
ゆ ず 118 120 2

梅 7 7 0
水 稲 297 314 17
そ の 他 野 菜 150 154 4

計 734 756 22
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５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
ミ
ド
ル

ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
の
学
生
11
名
が

天
龍
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
ベ

リ
ー
大
学
日
本
校
と
は
、
９
年
前
か

ら
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
滞
在
中
は
、茶
摘
み
体
験
の
ほ
か
、

中
井
侍
集
会
所
で
、
五
平
餅
作
り
や

手
揉
み
製
茶
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
天
龍
中
学
校
の
慰
霊
碑
に
て
、
平
岡
ダ
ム
の
歴
史
に
関
す
る

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
際
交
流
は
、
天
龍
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る

と
と
も
に
、
村
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
26
日
㈯
、
今
年
も
天
候

に
恵
ま
れ
第
27
回
天
龍
村
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
、
21
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
慰
労
会
も
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
豚
汁
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
、
日
常
の
こ
と
を
語
り

合
っ
た
り
と
、
参
加
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
も
素
晴
ら
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
よ
り
一
層
仲
良

く
な
り
、
お
互
い
に
支
え
合
っ

て
い
け
る
よ
う
な
関
係
が
築
け

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ

の
中
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
特
に
体
力
に
自
信

が
な
い
方
で
も
、
無
理
な
く
参

加
で
き
ま
す
。
ゴ
ル
フ
初
心
者

の
方
も
、
経
験
豊
富
な
方
も
、

み
ん
な
で
楽
し
く
時
間
を
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
回
は
11
月
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
笑
顔

の
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
次
回
の
大
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
11
月
末

ま
で
、
定
休
日
を
除
き
休
ま
ず

営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈫
か

ら
11
月
30
日
㈰

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

（
☎
32‒

１
０
２
３
）

第
27
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
学
生
受
入

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
学
生
受
入

○
秘
境
大
学
と
は
…
関
係
人
口
を
創
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
天
龍
村

の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
取
組
み
で
す
。

【
４
月
21
日
㈪
】
村
民
が
先
生
役
（
教
授
）
と
な
り
、
南
中
集
会
所
で
、

郷
土
料
理
教
室
を
行
い
、
村
内
外

か
ら
14
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
は
非
常
に
人
気
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
回
も
美
味

し
い
・
楽
し
い
料
理
教
室
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
答
え
好
評
で

し
た
。

秘
境
大
学
２
０
２
５ 

開
校

秘
境
大
学
２
０
２
５ 

開
校

福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付かない
行政サービスに対するコストと、その対価として得た使
用料等を対比で表したものが「行政コスト計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは228万円でした。村民
みなさんに負担していただいている、受益者負担の状況
は3.3％となっています。

詳しくは、総務課 企画財政係　☎32‒2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は 1,741万円
村民１人当たりの負債額は 336万円となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は80.7％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
19.4％となります。

3 純資産変動計算書
R5.4.1～R6.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化した
かを表します。

4 資金収支計算書
R5.4.1～R6.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

前年度末純資産残高（令和４年度末） 156億8,285万円

増
減
の

詳

　
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △24億8,877万円

一般財源（税収入など）・補助金など 21億1,749万円

無償所管換等 △1,645万円

本年度末純資産残高（令和５年度末） 152億9,512万円

A 前年度末現金預金残高（令和４年度末） 1億3,475万円

B 本年度歳計現金増減額 △1,213万円

内

　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 4億1,933万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △8億7,356万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など 4億4,210万円

C 本年度末歳入外現金増減額 △193万円

D 本年度末現金預金残高（令和５年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億2,069万円

茶摘み体験の様子メニュー「よもぎの柏餅」
　　　　　「春の天ぷら」

狙いを定めて集中!
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い
つ
も
村
の
環
境
保
全
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促

進
し
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し

を
推
進
す
る
た
め
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
最

大
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未

満
）

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す

る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

・
薪
を
燃
料
と
す
る
薪
ス
ト
ー

ブ

補
助
金
の
内
容

・
太
陽
光
発
電
：
設
置
費
用
の

最
大
５
万
円
×
キ
ロ
ワ
ッ
ト

数
（
上
限
20
万
円
）

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス

ト
ー
ブ
…
設
置
費
用
の
３
分

の
１
、
最
大
10
万
円

詳
し
い
内
容
は
、
建
設
課
環
境

水
道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽

管
理
者
に
、
保
守
点
検
や
清
掃

の
他
、
法
定
検
査
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
、
県
知
事
が
指

定
す
る
検
査
機
関
が
毎
年
１
回

検
査
し
、
そ
の
結
果
を
長
野
県

へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
村
で
は
、
浄
化
槽
エ

リ
ア
（
平
岡
地
区
外
）
内
の
浄

化
槽
管
理
者
の
方
へ
、
浄
化
槽

の
法
定
点
検
・
清
掃
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
役
場
・
南
支
所

に
あ
る
申
請
書
へ
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
領
収
書
や
明
細

書
な
ど
を
添
付
し
申
請
く
だ
さ

い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

建
設
課 

環
境
水
道
係

☎（
32
）
１
０
２
２

　
７
月
９
日
㈬
、
河
川
愛
護
月

間
の
一
環
と
し
て
、
平
岡
橋
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
早
朝
よ
り
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
や
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
の
方
々
な
ど
総
勢

23
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
も
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。
中
に
は
オ
ー

ト
バ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
や
列
車
の

レ
ー
ル
な
ど
大
き
な
金
属
類
も

発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
上
流
か

ら
流
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
改
め
て
洪
水
時

の
注
意
の
必
要
性
や
、
金
属
類

は
水
質
汚
濁
や
生
態
系
へ
の
影

響
も
あ
る
た
め
、
河
川
清
掃
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
環
境
美

化
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
愛
護
月
間（
７
月
）

天
竜
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

太
陽
と
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
推
進
事
業
補
助
に

つ
い
て

浄
化
槽
の

　
法
定
検
査
を

　
　
受
検
し
ま
し
ょ
う

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するための会計です。しかし資産
や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにとら
われない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、関係する団体との連結を行なうことで、
新しい角度から地方公共団体の決算を情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成さ
れます。
　天龍村では「統一的な基準」により作成していますので、自治体同士を比較することが可能となってい
ます。
　なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、
国保診療所）、連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和５年度の天龍村の財政状況分析結果（一般会計）

統一的な基準による令和５年度天龍村の財務書類を公表します

1 貸借対照表（バランスシート）
R6.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得する
ための財源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R5.4.1～R6.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費
的な支出の内訳がわかります。

負債の部資産の部

資本の部

（今までの世代が負担した額）

152億9,512万円

＝ ＋＋

１８９億４６６６万円

158億6,156万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

7億7,735万円投資等
（基金など）

23億775万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負担する額）

36億5,154万円

項　　　目 令和５年度

A 経常行政コスト 25億6,325万円

内

　
訳

１．人にかかるコスト（人件費など） 4億2,693万円

２．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 15億5,328万円

３．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億6,349万円

４．その他のコスト（公債費等の利息など） 1,955万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 8,613万円

C 純経常行政コスト（Ａ-Ｂ） 24億7,712万円

D 純行政コスト 24億8,877万円

法定検査 清掃費

浄化槽１基当たり

5,000円

15,000円
又は清掃
費の1/2
のいずれ
か少ない
額

たくさんのゴミが集まりました!
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天
龍
村
郷
土
美
術
館
で

は
、
５
月
に
展
示
品
を
更
新

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
下
伊
那
郡
ゆ
か

り
の
作
家
を
中
心
に
、
日
本

画
・
洋
画
・
書
・
焼
物
な
ど

多
数
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

主
な
展
示
作
品
（
作
家
名
）

・
風
景
　
　
（
北
原
欽
次
）

・
春
　
　
　
（
大
森
運
夫
）

・
龍
騰
虎
躍
（
塚
田
嶺
山
）

・
布
袋
　
　
（
西
澤
南
海
）

入
　
館
　
料

▼
天
龍
村
居
住
者
無
料

※
村
外
の
方
は
大
人
２
０
０

円
、
子
供
（
中
学
生
以
下
）

１
０
０
円

�　令和９年３月で、現在の天龍村ケーブルテレビの放送が終了し、㈱飯田ケーブルテレビ
が提供する「光キャストビジョン」を通じてテレビを視聴する方法に変わります。

�　「光キャストビジョン」を通じてテレビを視聴するためには新たに㈱飯田ケーブルテレ
ビとの契約・申し込みが必要となります。

�　「光キャストビジョン」への移行に関し、各地区などで別途住民説明会を行うほか、ケー
ブルテレビにて説明番組を放送しています。住民説明会は８月中旬以降、順次行います。

�　「光キャストビジョン」に移行すると、これまでの方法では中京波が見られなくなりま
すが、BS放送やラジオの視聴、同じ放送形態である近隣町村の自主放送を視聴できます。

�　「光キャストビジョン」に移行すると、これまでより月額料金が高くなるため、激変緩
和措置として、月額料金の助成を令和17年（2035年）10月利用分まで行います。

激変緩和措置（助成の対象となる世帯）の要件
〇　令和７年10月１日現在で、天龍村のケーブルテレビに加入している世帯
〇　令和８年９月30日までに「光キャストビジョン」の契約を済ませた世帯
　　（同日までに切替工事が終了していない場合も含みます。）
〇　現在お使いの天龍村ケーブルテレビの使用料に滞納がない世帯
　　（滞納がある場合は、完済後から助成の対象となります。）
　　以上、３つのすべての条件を満たす世帯に対し助成を行います。

助成額および助成期間
【助成期間】　お申し込みから令和17年（2035年）10月利用分までの月額使用料の一部
【助　成　額】　月額1,500円または2,600円
〇　ご利用の契約内容（インターネットの有無）により、助成額が変わります。
〇　助成額は、現状の利用料金との差額により算出した額となっています。
〇　利用料金に助成額を差し引いた額が㈱飯田ケーブルテレビなどから各世帯に請求
されます。

光キャストビジョンとは？
　「光キャストビジョン」とは、NTT東日本の光回線を活用した㈱飯田ケーブルテレビ
の光インターネット回線「いい-NET光」をベースにテレビ、インターネット、ひかり
電話を提供するサービスです。
　「光キャストビジョン」は、飯田市、大鹿村、豊丘村、高森町、泰阜村など下伊那地
域で約13,000世帯が加入しており、天龍村が「光キャストビジョン」に移行することで、
天龍村の自主放送チャンネルをはじめ、地上デジタル放送、BSデジタル放送、BS4K・
BS8K、時代劇や映画やスポーツ・アニメなどのCS専門チャンネル放送（有料）の他、
飯田市、大鹿村、豊丘村、高森町、泰阜村の自主放送チャンネルも視聴できます。

　このほかの詳細は、順次回覧などでご案内します。
〇問い合わせ　総務課 総務情報係　☎32‒2001
　　　　　　　㈱飯田ケーブルテレビ　☎0800‒800‒2794（平日の９時～17時）

「光キャストビジョン」 移行の概要

天
龍
村
郷
土

美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
踏
切
設
備

の
な
い
場
所
の
線
路
横
断
に
つ

い
て
、
正
規
の
踏
切
を
横
断
す

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
毎
年
何
人

か
の
方
が
線
路
内
に
入
り
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
地
に

は
、
立
入
禁
止
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
対
策
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

天
龍
村
全
体
で
８
１
，
１
２
５

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
地
域
の
緑
化
や
み
ど
り
の

少
年
団
活
動
へ
の
補
助
、
森
林

づ
く
り
に
還
元
さ
れ
ま
す
。（
募

金
は
６
月
４
日
付
け
で
、
飯
伊

地
区
緑
の
募
金
委

員
会
に
送
金
し
ま

し
た
。）

緑
の
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

踏
切
設
備
の
な
い
場
所
の

線
路
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏、ジャズ演奏、盆踊り、
花火大会など
☆第40回記念事業として中学生以下を対象とした、キャンディーシャワー
や豪華賞品が当たるお楽しみ抽選会などを予定しています。

第40回

※雨天順延、８月16日㈯開催

８月15日㈮
午後５時30分～

ぜひご参加ください!!
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村
で
は
平
成
16
年
に
天
龍

村
有
線
テ
レ
ビ
放
送
と
し
て

開
局
後
、
地
上
波
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
村

内
全
域
に｢

同
軸
ケ
ー
ブ
ル｣

の
伝
送
路
を
敷
設
し
、
平
成

20
年
７
月
か
ら
村
が
放
送
局

と
な
っ
て
地
上
波
放
送
（
県

内
波･

中
京
波
）
と
自
主
放

送
を
各
世
帯
に
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

し
か
し
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
は
、
設
備
更
新
な
ど
の

必
要
な
時
期
が
到
来
し
て
い

る
も
の
の
、
現
在
使
用
し
て

い
る
「
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
」
や

「
放
送
機
器
設
備
部
品｣

な
ど

が
製
造
中
止
と
な
り
修
理
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
設

備
更
新
の
た
め
に
は
多
額
の

設
備
投
資
や
年
間
１
千
万
円

以
上
の
運
用
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
将
来

の
人
口
や
財
政
、
情
報
技
術

の
進
展
な
ど
を
見
据
え
、
将

来
世
代
に
禍
根
を
残
さ
な

い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
た
め
、
自
前
で

の
設
備
更
新
を
行
わ
ず
、
㈱

飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
提

供
し
て
い
る
「
光
キ
ャ
ス
ト

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
Ｂ
Ｓ
デ

ジ
タ
ル
放
送
及
び
天
龍
村
自

主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。詳

し
く
は
今
後
、
地
区
説

明
会
に
て
ご
案
内
す
る
ほ

か
、
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
て
、「
光
キ
ャ
ス
ト
ビ
ジ
ョ

ン
」
移
行
ま
で
の
説
明
番
組

を
放
送
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

◎
光
キ
ャ
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン

移
行
説
明
番
組
の

放
送
時
間

①
午
前
８
時
〜

②
午
後
１
時
〜

③
午
後
７
時
〜

（
１
２
１
ch
で
放
送
し
て
い
ま
す
）

図
書
館
に
新
し
い
本
が
入

り
ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
こ
っ
せ
つ
く
ん

・
ま
て
な
い
の

 

◇
一
般
向
け

・
バ
ニ
ラ
な
毎
日

・
バ
ニ
ラ
な
バ
カ
ン
ス

村では、令和７年10月から㈱飯田ケーブルテレビが運営するテレビ放送サービス
「光キャストビジョン」へ移行するとともに、既存のケーブルテレビ施設の老朽化
に伴い、村営ケーブルテレビ放送は令和９年３月末をもって終了します。

天龍村 ケーブルテレビが変わります!図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

◇
新
着
地
域
本

・
地
球
の
歩
き
方
信
州
２
０

２
５
〜
２
６

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
そ
れ
い
け
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
シ
リ
ー
ズ

　
つ
き
こ
と
し
ら
た
ま
　

空
と
ぶ
絵
本
と
ガ
ラ
ス

の
靴

・
怪
盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン

大
脱
走
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ

パ
ッ
ク

・
も
の
の
け
姫

・
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

・
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ

◇
直
木
賞
受
賞

・
ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク

◇
南
信
州
新
聞
社

・
わ
が
ム
ラ
の
石
造
文
化
財

２
・
３

・
な
か
い
さ
む
ら
い
め
ぐ
る

四
季
　
ま
え
だ
み
さ
編

★ 

お
し
ら
せ 

★

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い

本
、
観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎（
32
）
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月

末
日

住
民
が
減
り
、
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
時
間
と
共
に
建
物

の
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
で
倒

壊
の
危
険
が
出
て
き
た
り
、
空

き
家
で
害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
、

繁
殖
し
た
動
物
が
田
畑
を
荒
ら

し
た
り
、異
臭
の
発
生
な
ど
の
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

他
に
も
、草
木
が
生
い
茂
り
、

割
れ
た
窓
や
放
置
物
の
散
乱
な

ど
景
観
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、
村
で
は
、

空
き
家
の
中
の
棚
や
家
電
製
品

な
ど
を
片
付
け
る
時
に
発
生
す

る
費
用
を
補
助
す
る
「
空
き
家

片
付
け
補
助
金
」
も
あ
り
ま
す

の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

い
た
だ
き
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

不
明
な
点
や
ご
相
談
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
地
域
振
興

課
移
住
定
住
推
進
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の

　
　活
用
に
つ
い
て

　６月16日㈪に、村のケーブルテレビを株式会社飯田
ケーブルテレビ（原勉代表取締役社長）が提供している
「光キャストビジョン」へ移行するにあたっての調印式
を開催しました。
　調印式では、株式会社飯田ケーブルテレビは、令和７
年10月までに光キャストビジョンのテレビ放送サービス
の提供を開始することや、村のケーブルテレビ放送を終
了する予定の令和９年３月末までに光キャストビジョン
への完全移行を目指して、天龍村と株式会社飯田ケーブ
ルテレビが協力し、円滑に事業の推進を図ることの合意書が取り交わされました。
　光キャストビジョンへの移行にあたりまして、みなさんのご理解をお願いします。

役場で開催した調印式
（左：原社長・右：永嶺村長）

天龍村光キャストビジョン事業調印式開催
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３
月
25
日
㈫
か
ら
３
月
29
日

㈯
ま
で
の
五
日
間
、
天
龍
中
学

校
１
年
生
４
名
が
グ
ア
ム
へ
海

外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
５
日
間
の
様
子
を
ま
と
め

ま
す
。★

　
１ 

日 

目
　
★

朝
５
時
半
に
天
龍
村
役
場
に

集
合
し
、
教
育
長
さ
ん
、
引
率

の
下
平
先
生
と
一
緒
に
村
長
さ

ん
や
保
護
者
の
方
々
に
見
送
ら

れ
て
中
部
国
際
空
港
へ
出
発
し

ま
し
た
。
社
会
見
学
旅
行
と
は

ま
た
違
っ
た
感
覚
で
バ
ス
の
中

は
不
安
と
期
待
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
空
港
に
つ
く
と
ド
ル

に
換
金
を
し
た
り
、
荷
物
を
預

け
た
り
と
１
つ
１
つ
や
っ
て
い

く
た
び
に
海
外
へ
行
く
実
感
が

わ
い
て
き
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
飛
行
機
な

の
で
興
奮
と
緊
張
が
入
り
混
じ

り
ず
っ
と
口
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
飛
行
機
内
か
ら
見
た
海

は
青
く
て
普
段
か
ら
見
ら
れ
な

い
景
色
に
う
っ
と
り
し
て
い
ま

し
た
。
個
人
的
に
着
陸
の
瞬
間

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
た
ら
説
明
を

し
て
も
ら
っ
て
部
屋
に
行
き
ま

し
た
。
お
夕
飯
は
中
国
料
理
の

お
店
に
行
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
お
い
し
い
料
理
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
い
て
幸
せ
で
し
た
。

お
夕
飯
を
食
べ
終
わ
っ
た
ら
ホ

テ
ル
に
戻
り
翌
日
の
予
定
を
確

認
し
て
か
ら
各
部
屋
に
戻
り
休

息
を
と
り
ま
し
た
。
お
風
呂
の

シ
ャ
ワ
ー
の
出
し
方
が
分
か
ら

ず
同
室
３
人
で
知
恵
を
絞
り
ま

し
た
。

（
藤
澤
　
陽
菜
乃
）

★
　
２ 

日 

目
　
★

平
和
学
習
を
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
あ
ま
り
日
本
と
は
仲
が

よ
く
な
く
、
そ
の
戦
争
だ
け
で

た
く
さ
ん
の
方
が
亡
く
な
っ
た

と
知
っ
た
時
に
と
て
も
不
思
議

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
あ
ま
り
戦
争
に
つ
い
て
詳

し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
平
和
学
習
を
機
に
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

地
に
も
行
き
、
こ
こ
で
戦
争
が

あ
っ
た
の
だ
と
実
感
し
、
当
時

の
辛
さ
や
、
現
在
の
あ
り
が
た

み
が
わ
か
り
ま
し
た
。
チ
ャ
モ

ロ
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
夏
祭
り
か

の
よ
う
に
と
て
も
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
チ
ャ
モ
ロ
ビ
レ
ッ
ジ

で
は
、
パ
ン
シ
ー
と
言
う
食
べ

物
を
食
べ
ま
し
た
。
韓
国
料
理

の
チ
ャ
プ
チ
ェ
に
似
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
癖
に
な
る
味
で
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
私
が
心
に

残
っ
て
い
る
食
べ
物
は
、
名
前

は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

も
や
し
と
麺
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
タ
イ
料
理
屋
さ
ん
に
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

（
宮
澤
　
優
心
）

★
　
３ 

日 

目
　
★

語
学
研
修
の
英
会
話
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
英
語
の
発
音
が
大
事

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
発
音
が
少
し
違
う
と
意
味

が
変
わ
っ
て
き
た
り
、
伝
わ
ら

な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
翻
訳
だ
け
で
な
く
、
今

ま
で
に
習
っ
た
文
法
を
使
っ
て

話
す
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
良

タ
ッ
チ
を
し
に
来
て
く
れ
る
子

も
い
て
楽
し
く
交
流
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
熊
谷
　
一
輝
）

★
　
５ 

日 

目
　
★

４
時
と
い
う
早
い
時
間
に
起

き
て
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
転
が
し

な
が
ら
ホ
テ
ル
を
後
に
し
ま
し

た
。
ま
だ
暗
い
時
間
だ
っ
た
の

に
車
が
思
い
の
ほ
か
走
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
空
港
に
つ
い

た
ら
案
内
を
し
て
く
れ
て
何
と

か
税
関
も
通
過
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
グ
ア
ム
か
ら
帰
る

の
が
す
ご
く
名
残
惜
し
か
っ
た

で
す
が
、
飛
行
機
に
乗
り
帰
国

し
ま
し
た
。
行
き
の
機
内
食
は

あ
ま
り
口
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
帰
り
の
機
内
食
は
お
い

し
く
頂
け
ま
し
た
。
普
段
と
は

違
い
と
て
も
早
く
５
日
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
で
は
グ
ア
ム
と
の
景
色
の
違

い
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

ご
は
ん
を
食
べ
て
、
バ
ス
に
揺

ら
れ
な
が
ら
天
龍
村
役
場
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
お
う
ち
の

人
が
い
る
安
心
感
と
本
当
に
海

外
研
修
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

実
感
が
じ
わ
じ
わ
と
わ
い
て
き

て
少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
藤
澤
　
陽
菜
乃
）

か
っ
た
で
す
。
日
が
経
つ
に
つ

れ
だ
ん
だ
ん
と
話
せ
る
言
葉
が

増
え
て
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
を
活
か
し
て
今

後
の
英
語
の
授
業
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。
買
い
物
や
普
段
生

活
し
て
い
る
中
で
も
た
く
さ
ん

の
英
語
を
使
い
ま
し
た
。
聞
く

だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
質
問

し
て
、
読
ん
で
覚
え
て
外
国
で

の
生
活
の
仕
方
や
た
く
さ
ん
の

英
語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
成
瀬
　
心
夏
）

★
　
４ 

日 

目
　
★

特
に
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と

は
、
４
日
目
の
夜
に
見
た
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。そ
こ
で
は
、

バ
イ
キ
ン
グ
で
自
分
の
好
き
な

も
の
を
と
り
、
食
べ
な
が
ら
見

ま
し
た
。
昔
チ
ャ
モ
ロ
人
が
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の

か
、
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
で
表
現

し
て
い
た
の
で
グ
ア
ム
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
後
ろ
に
は
海
が
広

が
っ
て
い
た
の
で
海
を
眺
め
な

が
ら
の
シ
ョ
ー
は
と
て
も
贅
沢

な
時
間
で
し
た
。
シ
ョ
ー
の
終

わ
り
に
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
み
な

さ
ん
が
客
席
に
降
り
て
き
て
く

れ
て
少
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
し
ま
し
た
。
ダ
ン
サ
ー
の
み

な
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し
く
筋

肉
ム
キ
ム
キ
で
か
っ
こ
よ
か
っ

た
で
す
。
他
に
も
、
現
地
の
学

校
に
も
行
き
ま
し
た
。
日
本
の

学
校
と
は
違
い
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
つ
け
て
い
た
子
が
い
た
り
時

計
を
つ
け
て
い
た
子
も
い
た
り

し
ま
し
た
。
学
校
の
休
み
時
間

に
は
、
現
地
の
子
た
ち
と
外
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

点
を
決
め
た
時
に
は
、
ハ
イ

英会話レッスン 天龍村を出発

バイキングを楽しむ様子海をバックに記念撮影

ダンサーのみなさんと記念撮影

令
和
６
年
度

天
龍
中
学
校

　
　海
外
研
修
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３
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25
日
㈫
か
ら
３
月
29
日

㈯
ま
で
の
五
日
間
、
天
龍
中
学

校
１
年
生
４
名
が
グ
ア
ム
へ
海

外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
５
日
間
の
様
子
を
ま
と
め

ま
す
。★

　
１ 

日 

目
　
★

朝
５
時
半
に
天
龍
村
役
場
に

集
合
し
、
教
育
長
さ
ん
、
引
率

の
下
平
先
生
と
一
緒
に
村
長
さ

ん
や
保
護
者
の
方
々
に
見
送
ら

れ
て
中
部
国
際
空
港
へ
出
発
し

ま
し
た
。
社
会
見
学
旅
行
と
は

ま
た
違
っ
た
感
覚
で
バ
ス
の
中

は
不
安
と
期
待
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
空
港
に
つ
く
と
ド
ル

に
換
金
を
し
た
り
、
荷
物
を
預

け
た
り
と
１
つ
１
つ
や
っ
て
い

く
た
び
に
海
外
へ
行
く
実
感
が

わ
い
て
き
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
飛
行
機
な

の
で
興
奮
と
緊
張
が
入
り
混
じ

り
ず
っ
と
口
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
飛
行
機
内
か
ら
見
た
海

は
青
く
て
普
段
か
ら
見
ら
れ
な

い
景
色
に
う
っ
と
り
し
て
い
ま

し
た
。
個
人
的
に
着
陸
の
瞬
間

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
た
ら
説
明
を

し
て
も
ら
っ
て
部
屋
に
行
き
ま

し
た
。
お
夕
飯
は
中
国
料
理
の

お
店
に
行
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
お
い
し
い
料
理
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
い
て
幸
せ
で
し
た
。

お
夕
飯
を
食
べ
終
わ
っ
た
ら
ホ

テ
ル
に
戻
り
翌
日
の
予
定
を
確

認
し
て
か
ら
各
部
屋
に
戻
り
休

息
を
と
り
ま
し
た
。
お
風
呂
の

シ
ャ
ワ
ー
の
出
し
方
が
分
か
ら

ず
同
室
３
人
で
知
恵
を
絞
り
ま

し
た
。

（
藤
澤
　
陽
菜
乃
）

★
　
２ 

日 

目
　
★

平
和
学
習
を
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
あ
ま
り
日
本
と
は
仲
が

よ
く
な
く
、
そ
の
戦
争
だ
け
で

た
く
さ
ん
の
方
が
亡
く
な
っ
た

と
知
っ
た
時
に
と
て
も
不
思
議

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
あ
ま
り
戦
争
に
つ
い
て
詳

し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
平
和
学
習
を
機
に
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

地
に
も
行
き
、
こ
こ
で
戦
争
が

あ
っ
た
の
だ
と
実
感
し
、
当
時

の
辛
さ
や
、
現
在
の
あ
り
が
た

み
が
わ
か
り
ま
し
た
。
チ
ャ
モ

ロ
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
夏
祭
り
か

の
よ
う
に
と
て
も
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
チ
ャ
モ
ロ
ビ
レ
ッ
ジ

で
は
、
パ
ン
シ
ー
と
言
う
食
べ

物
を
食
べ
ま
し
た
。
韓
国
料
理

の
チ
ャ
プ
チ
ェ
に
似
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
癖
に
な
る
味
で
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
私
が
心
に

残
っ
て
い
る
食
べ
物
は
、
名
前

は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

も
や
し
と
麺
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
タ
イ
料
理
屋
さ
ん
に
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

（
宮
澤
　
優
心
）

★
　
３ 

日 

目
　
★

語
学
研
修
の
英
会
話
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
英
語
の
発
音
が
大
事

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
発
音
が
少
し
違
う
と
意
味

が
変
わ
っ
て
き
た
り
、
伝
わ
ら

な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
翻
訳
だ
け
で
な
く
、
今

ま
で
に
習
っ
た
文
法
を
使
っ
て

話
す
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
良

タ
ッ
チ
を
し
に
来
て
く
れ
る
子

も
い
て
楽
し
く
交
流
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
熊
谷
　
一
輝
）

★
　
５ 

日 

目
　
★

４
時
と
い
う
早
い
時
間
に
起

き
て
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
転
が
し

な
が
ら
ホ
テ
ル
を
後
に
し
ま
し

た
。
ま
だ
暗
い
時
間
だ
っ
た
の

に
車
が
思
い
の
ほ
か
走
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
空
港
に
つ
い

た
ら
案
内
を
し
て
く
れ
て
何
と

か
税
関
も
通
過
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
グ
ア
ム
か
ら
帰
る

の
が
す
ご
く
名
残
惜
し
か
っ
た

で
す
が
、
飛
行
機
に
乗
り
帰
国

し
ま
し
た
。
行
き
の
機
内
食
は

あ
ま
り
口
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
帰
り
の
機
内
食
は
お
い

し
く
頂
け
ま
し
た
。
普
段
と
は

違
い
と
て
も
早
く
５
日
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
で
は
グ
ア
ム
と
の
景
色
の
違

い
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

ご
は
ん
を
食
べ
て
、
バ
ス
に
揺

ら
れ
な
が
ら
天
龍
村
役
場
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
お
う
ち
の

人
が
い
る
安
心
感
と
本
当
に
海

外
研
修
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

実
感
が
じ
わ
じ
わ
と
わ
い
て
き

て
少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
藤
澤
　
陽
菜
乃
）

か
っ
た
で
す
。
日
が
経
つ
に
つ

れ
だ
ん
だ
ん
と
話
せ
る
言
葉
が

増
え
て
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
を
活
か
し
て
今

後
の
英
語
の
授
業
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。
買
い
物
や
普
段
生

活
し
て
い
る
中
で
も
た
く
さ
ん

の
英
語
を
使
い
ま
し
た
。
聞
く

だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
質
問

し
て
、
読
ん
で
覚
え
て
外
国
で

の
生
活
の
仕
方
や
た
く
さ
ん
の

英
語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
成
瀬
　
心
夏
）

★
　
４ 

日 

目
　
★

特
に
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と

は
、
４
日
目
の
夜
に
見
た
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。そ
こ
で
は
、

バ
イ
キ
ン
グ
で
自
分
の
好
き
な

も
の
を
と
り
、
食
べ
な
が
ら
見

ま
し
た
。
昔
チ
ャ
モ
ロ
人
が
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の

か
、
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
で
表
現

し
て
い
た
の
で
グ
ア
ム
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
後
ろ
に
は
海
が
広

が
っ
て
い
た
の
で
海
を
眺
め
な

が
ら
の
シ
ョ
ー
は
と
て
も
贅
沢

な
時
間
で
し
た
。
シ
ョ
ー
の
終

わ
り
に
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
み
な

さ
ん
が
客
席
に
降
り
て
き
て
く

れ
て
少
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
し
ま
し
た
。
ダ
ン
サ
ー
の
み

な
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し
く
筋

肉
ム
キ
ム
キ
で
か
っ
こ
よ
か
っ

た
で
す
。
他
に
も
、
現
地
の
学

校
に
も
行
き
ま
し
た
。
日
本
の

学
校
と
は
違
い
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
つ
け
て
い
た
子
が
い
た
り
時

計
を
つ
け
て
い
た
子
も
い
た
り

し
ま
し
た
。
学
校
の
休
み
時
間

に
は
、
現
地
の
子
た
ち
と
外
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

点
を
決
め
た
時
に
は
、
ハ
イ

英会話レッスン 天龍村を出発

バイキングを楽しむ様子海をバックに記念撮影

ダンサーのみなさんと記念撮影

令
和
６
年
度

天
龍
中
学
校

　
　海
外
研
修
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私たちの村
－７月１日現在－
人口 987 人

男 476 人 女 511 人
世帯数 583 世帯

2025年７月24日

　５月31日㈯、第23回天龍村大運動会が天龍小中学校グラウンドで開催されました。
　園児、小・中学生は練習の成果を存分に発揮し、友達と競い合いながらも、最後まで楽し
む姿が見られました。
　また、公民館主催競技も前回に比べ種目数が増え、参加されたみなさんのさわやかな汗と
ともに、初夏のひとときを過ごしながら、お昼には今回も婦人会のみなさんのご厚意により
天龍カレーが振舞われ、笑顔の溢れる一日となりました。
　来年度もご参加・ご協力のほどよろしくお願いします。

天龍村大運動会開催天龍村大運動会開催第23回

　福島と的瀬を結ぶ福島トンネルの竣工祝賀会が４月29日㈫に行われました。
　式典は、衆議院議員や副知事など関係者をお招きし、厳正かつ盛大に行われました。
　トンネルの延長は762mで、取付道路を含めると総延長1,012ｍとなります。
　福島トンネルは、令和２年１月に発生した早木戸地籍の大崩落が契機となり、国道のトン
ネル化による抜本的な道路改良が決定し、令和３年６月に掘削を開始、令和４年２月にトン
ネルが貫通し、令和５年４月に供用開始となり、今回取付道路が竣工し全ての工事が完了し
ました。
　今後も国道418号の未改良区間の整備促進について、国や県に対する要望活動に力を入れ
ていきます。

福島トンネル（福島側）

福島トンネル竣工祝賀会　鏡開きの様子

福島トンネル（的瀬側）

天龍村公式LINE

天龍村公式LINE始めました。
詳しくは９ページへ

国道418号福島トンネル竣工祝賀会国道418号福島トンネル竣工祝賀会

長野

みんなでGO! 大玉 よいしょ!


